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市町村財政の健全化に向けて特集



奈
良
県
内
市
町
村
の
財
政
状
況

　

財
政
の
硬
直
度
を
示
す
経

常
収
支
比
率
の
県
内
市
町
村

平
均（
加
重
平
均
）は
、平
成
20

年
度
決
算
ま
で
は
全
国
47
位

で
し
た
。
平
成
21
年
度
に
は

全
国
最
下
位
か
ら
脱
却
し
、平

成
23
年
度
決
算
で
は
43
位
ま

で
改
善
し
ま
し
た
が
、平
成
30

年
度
決
算
で
は
、全
国
順
位
は

再
び
最
下
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
内
市
町
村
の
財
政
状
況

は
全
般
的
に
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
に
あ
る
と
県
は
認
識

し
、こ
れ
ま
で
危
機
感
を
持
っ

て
、市
町
村
の
財
政
状
況
を
健

康
診
断
表
に
た
と
え
て
図
式

化
し
た
り
、順
位
表
を
作
成
し

た
り
す
る
な
ど
の
取
り
組
み

を
し
て
き
ま
し
た
。

「
重
症
警
報
」の
発
令
と「
財
政
カ
ル
テ
」の
作
成

　

県
で
は
、令
和
2
年
11
月
に
、財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
一
層
進
め
る
た
め
、令
和
元
年
度
決
算
で
四
つ
の
財
政

指
標（
経
常
収
支
比
率
、実
質
公
債
費
比
率
、将
来
負
担
比
率
、

基
金
残
高
割
合
）の
う
ち
、複
数
の
指
標
で
ワ
ー
ス
ト
5
に
入
っ

て
い
る
5
市
町（
奈
良
市
、五
條
市
、宇
陀
市
、平
群
町
、河
合

町
）に
対
し
て「
重
症
警
報
」を
発
令
し
ま
し
た
。

市
町
村
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

奈 良
モデル

1

2

年度

％ 98.4

（47位） 96.5

(46位)
92.2

（44位）

94.1

（43位） 93.7

（43位）

93.3

（44位）

96.0

（44位） 93.5

（44位）

97.4

（44位）
97.6

（46位）

98.4

（47位）

91.8 91.8

89.2
90.3 90.7 90.2

91.3
90.0

92.5 92.8 93.0

80

85

90

95

100

H20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

奈良県 全国

県内市町村の経常収支比率の推移 

Ｒ１県内
ワースト順位

市 町 村 名
Ｒ１

経常収支比率
Ｒ１全国順位

（1741団体中）

1 黒 滝 村 105.8 1,738

2 御 所 市 104.3 1,736

3 天 理 市 103.9 1,732

4 宇 陀 市 103.1 1,725

5 河 合 町 102.2 1,719

Ｒ１県内
ワースト順位

市 町 村 名
Ｒ１

実質公債費比率

Ｒ１全国順位

（1741団体中）

1 河 合 町 20.8 1,740

2 平 群 町 16.1 1,720

3 香 芝 市 15.2 1,702

4 五 條 市 15.0 1,695

5 宇 陀 市 14.4 1,679

Ｒ１県内
ワースト順位

市 町 村 名
Ｒ１

将来負担比率

Ｒ１全国順位

（1741団体中）

1 平 群 町 241.3 1,739

2 河 合 町 225.3 1,738

3 奈 良 市 137.3 1,696

4 宇 陀 市 124.7 1,661

5 五 條 市 123.2 1,657

Ｒ１県内
ワースト順位

市 町 村 名
Ｒ１基金残高

A（百万円）

Ｒ１標準財政規

模B（百万円）
A÷B

（％）

1 河 合 町 42 4,289 1.0

2 奈 良 市 1,448 76,173 1.9

3 平 群 町 146 4,559 3.2

4 桜 井 市 578 12,417 4.7

5 橿 原 市 2,060 24,002 8.6

※基金は財政調整基金と減債基金

　①財政硬直度が進んでいる
　　市町村（経常収支比率）

　②公債費負担が大きい市町村
　　（実質公債費比率）

　③地方債借入金残高の多い市町村
　　（将来負担比率）

　④標準財政規模に対する基金
　　残高の割合が低い市町村

警報対象市町村
主要財政指標ワースト５に複数の指標で該当（令和元年度決算）
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さ
ら
に
、重
症
警
報
団
体
毎
に
、経
常
収
支
比
率
の
類
似
団
体
平
均
と
の
比
較
や
、歳
出
の
効
率
化
、歳
入
の
確
保
、税

源
涵
養
、財
政
の
や
り
繰
り
と
い
っ
た
視
点
か
ら
課
題
を
抽
出
し
、「
財
政
カ
ル
テ
」を
作
成
し
公
表
し
ま
し
た
。

「
合
同
勉
強
会
」の
開
催

　
加
え
て
、県
と
各
重
症
警
報
団
体
と
の
間
で
、財
政
健

全
化
に
向
け
た「
合
同
勉
強
会
」を
開
催
し
、現
状
の
把

握
・
課
題
の
洗
い
出
し
を
行
う
と
と
も
に
、具
体
的
な
改

善
方
策
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、重
症
警
報
団
体

の
み
な
ら
ず
、黒
滝
村
も
自
ら
勉
強
会
の
開
催
を
希
望
し
、

財
政
健
全
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

協
定
に
基
づ
く
財
政
支
援

　

重
症
警
報
団
体
が
、経
常
収
支
比
率
を
５
年
間
で
５

ポ
イ
ン
ト
以
上
改
善（
令
和
元
年
度
決
算
比
）す
る
財
政

健
全
化
計
画
を
策
定
し
、各
団
体
の
議
会
の
承
認
等
を

経
て
公
表
す
る
場
合
に
は
、協
定
を
締
結
し
た
上
で
、県

か
ら
財
政
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、将
来
の
負
担
を
平
準
化
す
る
た
め
、既
に
発
行

し
た
地
方
債
の
繰
上
償
還
に
必
要
な
貸
し
付
け
を
無
利

子
で
行
う
こ
と
や
、繰
上
償
還
に
伴
い
必
要
と
な
る
補

償
金
へ
の
補
助
等
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

34

合同勉強会の様子
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県
内
市
町
村
の
機
運
醸
成

　
令
和
3
年
8
月
2
日
開
催
の
令
和
3
年
度
第
1
回
奈

良
県
・
市
町
村
長
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
重
症
警
報
団

体
等
と
の
「
合
同
勉
強
会
」
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
関
西
学
院
大
学
経

済
学
研
究
科
・
人
間
福
祉
学
部　
小
西
砂
千
夫
教
授
（
当

時
）
よ
り
地
方
自
治
体
の
財
政
診
断
に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
町
村
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、

小
西
教
授
よ
り
貴
重
な
ご
示
唆
を
い
た
だ
き
、
サ
ミ
ッ

ト
を
通
し
て
、
重
症
警
報
団
体
だ
け
で
な
く
、
県
内
全

市
町
村
に
お
い
て
財
政
健
全
化
に
向
け
た
課
題
の
共

有
、
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
同
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
小
西
教
授
か
ら
各
市

町
村
の
財
政
状
況
に
関
す
る
診
断
結
果
に
つ
い
て
個
別

に
説
明
い
た
だ
け
る
と
の
ご
提
案
を
受
け
、「
財
政
診

断
に
関
す
る
勉
強
会
」
を
令
和
3
年
11
月
12
日
と
26
日

の
2
日
間
に
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
を
希
望
し

た
19
市
町
村
か
ら
の
相
談
に
対
し
、
小
西
教
授
か
ら
財

政
運
営
に
つ
い
て
助
言
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市町村財政健全化の取組の「奈良モデル」上の位置づけ�

　県は、「奈良モデル」の取組形態を、①広域連携支援型（市町村間の広域連携を推進するため、
県は助言、調整、人的・財政的支援等を行う）、②市町村事務代行型（市町村が単独で事務を行う
のが困難な場合、県が市町村の事務を代わって行う）、③市町村業務への積極的関与型（市町村の
取組を一層効果的なものにするため、県が、必要な助言や人的・財政的支援等を積極的に行い、県
の施策とも連携して実施する）と整理しています。
　「奈良モデル」の進展に伴い、「県と市町村の連携・協働によるまちづくり」のように、県が市町
村の業務に積極的に関与する③の形態が発展してきており、「重症警報」の発令や「合同勉強会」
の開催による市町村財政健全化の取組も、③の形態の取組例の一つといえます。

コラムコラム

5

サミットの様子
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県
と
3
市
町
と
の
覚
書
・
協
定
の
締
結

　

宇
陀
市
、
平
群
町
、
河
合
町
に
つ
い
て
、
県
に
よ
る

財
政
支
援
の
要
件
を
満
た
す
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

で
き
る
見
込
み
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
3
年
10
月

19
日
に
県
と
各
市
町
と
の
間
で
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
財
政
健
全
化
計
画
が
各
市
町
議
会
に
お
い

て
了
承
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
県
と
各
市
町
と
の
間
で
令

和
4
年
1
月
27
日
に
協
定
を
締
結
し
、
県
か
ら
財
政
支

援
を
実
施
し
ま
す
。
計
画
を
策
定
し
た
団
体
に
つ
い
て

は
、
県
が
毎
年
度
そ
の
進
捗
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
各
団
体
に
お
い
て
議
会
や
住
民
の
方
々
へ
の
報
告
・

公
表
を
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
計
画
の
確
実
な
達
成

に
努
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
奈
良

市
と
五
條
市
に

つ
い
て
は
、
協

定
の
締
結
に
は

至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
い
ず

れ
の
団
体
に
お

い
て
も
、
引
き

続
き
熱
心
に
行

財
政
改
革
の
取

り
組
み
を
進
め

て
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で

す
。

覚
書
締
結
式
で
の
関
係
首
長
の
コ
メ
ン
ト

宇
陀
市
　
　
金
剛�

一
智�

市
長

　

宇
陀
市
の
財
政
再
建
の
た

め
に
、
合
同
勉
強
会
を
開
催

し
て
い
た
だ
き
、
貴
重
な
財

政
カ
ル
テ
及
び
助
言
を
賜
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

宇
陀
市
は
、
令
和
元
年
度

に
経
常
収
支
比
率
が
宇
陀
市
発
足
以
来
の
危
機
的
な
状

況
と
な
っ
た
た
め
、
現
在
行
財
政
改
革
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
令
和
2
年
度
に
は
経
常
収
支
比
率
を
は
じ

め
財
政
指
標
が
改
善
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で

す
。

　
今
回
、
県
と
の
連
携
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
ご

支
援
を
得
て
、
行
財
政
改
革
を
さ
ら
に
加
速
し
な
が
ら
、

目
指
す
べ
き
「
大
和
高
原
の
中
心
の
ま
ち
宇
陀
」
と
し

て
、
必
要
な
施
策
や
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
と
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

平
群
町
　
　
西
脇�
洋
貴�

町
長

　

平
群
町
の
財
政
状
況
は
、

人
口
減
少
に
よ
る
町
税
等
の

自
主
財
源
の
減
少
と
、
高
齢

化
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増

加
、
ま
た
、
土
地
開
発
公
社

の
清
算
の
た
め
に
発
行
し
た

地
方
債
の
償
還
な
ど
、
財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
も

の
で
あ
り
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
の
財
政
調
整
基
金
も

枯
渇
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　
県
の
重
症
警
報
を
受
け
、
平
群
町
で
は
緊
急
財
政
健

全
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
県
の
指
導

の
も
と
合
同
勉
強
会
を
実
施
し
、
財
政
支
援
を
い
た
だ

く
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
安
定
的

な
財
政
運
用
が
で
き
る
よ
う
に
、
1
日
も
早
く
財
政
の

健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

河
合
町
　
　
清
原�

和
人�

町
長

　

現
在
河
合
町
で
は
、
河
合

愛
Ａ
Ｉ
構
想
を
策
定
し
、
三

つ
の
重
点
施
策
と
し
て
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

推
進
、
子
育
て
・
子
育
ち
環

境
の
充
実
、
教
育
の
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
も
、
財
政
健
全
化
は
避
け
て
通
れ
な

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
こ
う
し
た
覚
書
を
締
結
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、
大
変
心
強
い
こ
と
で
あ
り
、
本
町
の

財
政
健
全
化
が
大
き
く
前
進
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
こ
の
覚
書
の
締
結
を
契
機
と
し
ま
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
健
全
化
へ
の
歩

み
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

6

財政健全化の推進に関する覚書締結式の様子

5　NARA MODEL JOURNAL



さまざまな
取り組み

奈　良
モデル

さまざまな
取り組み

奈　良
モデル

奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

ア
カ
デ
ミ
ー
開
校

大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
の

推
進
に
関
す
る
包
括
協
定
を
締
結

　
ス
イ
ス
の
森
林
環
境
管
理
を
参
考
に
、
森
林
環

境
の
維
持
向
上
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
し
、

か
つ
そ
れ
を
実
践
で
き
る
技
術
及
び
技
能
を
備
え

た
人
材
の
養
成
を
目
指
す
「
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

ア
カ
デ
ミ
ー
」
が
開
校
し
、
開
校
・
入
学
式
が
令

和
３
年
４
月
６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
令
和
２
年
に
「
奈
良
県
森
林
環
境
の

維
持
向
上
に
よ
り
森
林
と
人
と
の
恒
久
的
な
共
生

を
図
る
条
例
」
を
制
定
し
、
令
和
２
年
度
か
ら
「
奈

良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」
の
候
補
と
な
る
職
員
（
森

林
管
理
職
）
の
採
用
試
験
を
開
始
す
る
な
ど
、
奈

良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
を
養
成
・
配
置
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
奈
良
県
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
は
、
市
町
村
に
長
期
間
、
同
一
区
域
を

担
当
す
る
よ
う
に
配
置

す
る
予
定
で
あ
り
、
関

係
市
町
村
と
協
議
・
調

整
を
進
め
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
森
林
環
境
管
理

体
制
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
こ
の
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
を

始
め
、
森
林
環
境
管
理
に
資
す
る
人
材
の
養
成
と
と

も
に
、
森
林
と
人
と
の
恒
久
的
な
共
生
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
奈
良
県
で
は
、「
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」（
平

成
30
年
4
月
施
行
）
を
制
定
し
、「
な
が
す
対
策
（
治
水
対
策
）」「
た
め
る
対
策
（
流

域
対
策
）」「
ひ
か
え
る
対
策
（
土
地
利
用
対
策
）」
の
3
本
柱
で
総
合
治
水
の
取
組

を
体
系
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
条
例
で
は
、
大
和
川
流
域
の
支
川
毎
に
、
上
流

及
び
下
流
の
市
町
村
と
県
が
包
括
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
で
、流
域
が
一
体
と
な
っ

た
総
合
治
水
の
推
進
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
3
年
11
月
に
、葛
下
川
、高
田
川
、葛
城
川
、不
毛
田
川
の
4
流
域
に
お
い
て
、

こ
の
条
例
に
基
づ
く
初
め
て
の
「
総
合

治
水
の
推
進
に
関
す
る
包
括
協
定
」
を
、

県
と
8
市
町
（
大
和
高
田
市
、
御
所
市
、

香
芝
市
、
葛
城
市
、
上
牧
町
、
王
寺
町
、

広
陵
町
、
河
合
町
）
と
の
間
で
締
結
し

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
市
町
村
毎
に
実
施
計
画
を

県
と
策
定
す
る
こ
と
で
、
県
か
ら
市
町

村
の
流
域
貯
留
施
設
の
整
備
に
対
し
、

事
業
費
の
約
12
％
の
財
政
支
援
の
ほ

か
、
技
術
支
援
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、

他
の
流
域
に
お
い
て
も
順
次
包
括
協
定

を
結
び
、
支
川
流
域
の
上
流
及
び
下
流

の
市
町
村
が
連
携
し
て
、
一
体
的
に
総

合
治
水
対
策
の
さ
ら
な
る
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

開校・入学式の様子

	 総合治水の推進に関する包括協定締結式の様子
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さまざまな
取り組み

奈　良
モデル

さまざまな
取り組み

奈　良
モデル

県
立
五
條
高
校
跡
地
に
国・県・市

集
約
型
の
五
條
市
新
庁
舎
が
完
成

「
大
和
平
野
中
央
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」か
ら

「
大
和
平
野
中
央
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
」へ

　
県
立
五
條
高
校
跡
地
に
建
設
さ
れ

た
五
條
市
の
新
庁
舎
が
令
和
3
年
11

月
に
開
庁
し
ま
し
た
。
県
内
初
と
な

る
国
や
県
の
機
関
も
入
る
集
約
型
庁

舎
で
、
市
役
所
の
他
、
五
條
土
木
事

務
所
、
南
部
農
林
振
興
事
務
所
、
吉

野
保
健
所
五
條
出
張
所
の
県
3
機

関
、
国
の
機
関
と
し
て
奈
良
労
働
局

の
五
條
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
新
庁
舎
は
、
地
震
の
揺
れ
を
軽
減

す
る
基
礎
免
震
構
造
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
3
階
建
て
で
、
災
害
時
に

は
防
災
拠
点
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

ま
た
、
免
震
層
の
下
に
は
、
雨
水
貯

留
槽
と
緊
急
時
用
の
排
水
貯
留
槽
が

あ
り
、
雨
水
貯
留
槽
は
庁
舎
棟
の
屋

根
に
降
っ
た
雨
水
を
集
め
、
砂
な
ど
を
取
り
除
い
て
消
毒
し
、
ト
イ
レ
の
洗
浄
水

な
ど
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
新
庁
舎
は
、
節
水
と
水
資
源
の
有
効
活

用
な
ど
経
済
的
で
環
境
に
も
や
さ
し
い
仕
組
み
を
数
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、庁
舎
南
側
に
は
、木
造
平
屋
建
て
の
「
に
ぎ
わ
い
棟
」
を
併
設
し
、飲
食
、

休
憩
に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
販
売
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
お
り
、
休
憩
や
情

報
交
換
な
ど
、
思
い
思
い
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
県
は
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
地
域
の
性
格
か
ら
、
若
者
の
県
内
雇
用
、

就
学
の
機
会
が
十
分
で
な
く
、近
年
若
者
を
中
心
と
し
た
人
口
減
少
が
著
し
く
、「
多

様
な
雇
用
の
場
の
創
出
」
が
最
重
要
課
題
で
す
。
ま
た
、
農
業
中
心
の
当
地
で
は
、

農
業
の
後
継
者
難
か
ら
潜
在
的
な
も
の
も
含
め
て
耕
作
放
棄
が
顕
著
に
な
っ
て
き

て
お
り
、「
農
地
と
ま
ち
づ
く
り
の
調
和
と
共
生
」
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
大
和
平
野
中
央
部
は
、
交
通
ア
ク
セ
ス
が
良
く
人
が
集
ま
り
や
す
い
地
域
で
あ

り
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
活
用
し
、
若
者
や
女
性
の
働
く
場
の
創
出
、

県
民
の
健
康
増
進
、暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上
を
目
指
す
「
大
和
平
野
中
央
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
3
年
5
月
に
は
、

県
と
川
西
町
、
三
宅
町
、
田
原
本
町
の
3
町
と
の
間
で
協
定
を
締
結
し
、「
ま
ち
づ

く
り
の
テ
ー
マ
」
と
「
対
象
地
区
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、「
大
和
平
野
中
央
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
更
な
る
進
化
を
図
る
た
め
、
県

と
磯
城
郡
3
町
は
「
大
和
平
野
中
央
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
」
の
検
討
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

令
和
3
年
11
月

に
は
、
民
間
企

業
・
団
体
を
含

む
多
く
の
方
々

の
ご
参
加
を
得

て
、
キ
ッ
ク
オ

フ
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

令和3年5月協定締結式の様子

令和3年11月キックオフ会議の様子
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さまざまな
取り組み

奈　良
モデル

な
ら
歴
史
芸
術
文
化
村
の
開
村
に
よ
る
周
辺

自
治
体
と
連
携
し
た
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出

「
未
来
を
創
る
」奈
良
モ
デ
ル

～
経
済
同
友
会
と
の
意
見
交
換
会
開
催
報
告
～

　
県
の
誇
る
歴
史
文
化
資
源
を
活
用
し
た
文
化
・
芸
術
振
興
の
拠
点
機
能
に
加
え
、

観
光
・
交
流
の
拠
点
機
能
（
道
の
駅
な
ど
）
を
併
せ
持
っ
た
「
な
ら
歴
史
芸
術
文

化
村
」
が
、
天
理
市
に
令
和
４
年
３
月
に
開
村
し
ま
し
た
。

　
同
施
設
で
は
、「『
な
ぜ
？
』
が
芽
生
え
る
。『
知
る
』
を

楽
し
む
。」
を
テ
ー
マ
に
、
文
化
財
の
修
復
公
開
・
展
示
や

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
通
じ
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

対
話
や
交
流
を
重
視
し
た
鑑
賞
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
自
治
体
に
お
い
て
も
連
携
し
た

各
種
芸
術
文
化
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
開
村
に

よ
り
地
域
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。　

　
令
和
３
年
１
月
に
行
わ
れ
た
荒
井
知
事
の
講
演
会
等
も

踏
ま
え
、
公
益
社
団
法
人
経
済
同
友
会
の
「
持
続
可
能
な

地
域
経
営
の
あ
り
方
委
員
会
」
が
発
表
し
た
提
言
「
広
域

連
携
を
活
か
し
た
地
域
経
営
の
拡
大
に
向
け
て
」
に
つ
い

て
、
令
和
３
年
９
月
２
日
に
知
事
と
市
川
・
安
田
両
委
員

長
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

（
知
事
の
主
な
発
言
要
旨
）

広
域
連
携
や
垂
直
補
完
を
進
め
る
上
で
の
意
見
・
考
え
方
に
つ
い
て

・ 

市
町
村
と
の
合
意
形
成
で
は
、
自
分
の
立
場
へ
の
固
執
や
自
己
の
利
害
を
公
の

利
害
の
討
論
に
仕
向
け
る
の
が
、
民
主
主
義
の
流
儀
で
一
番
大
事
な
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
性
、
論
理
性
、
明
確
な
大
義
名
分
を
基
本
原
則
に

議
論
を
続
け
、
辛
抱
強
く
そ
の
合
意
形
成
を
図
る
民
主
主
義
の
流
儀
に
固
執
し

て
い
き
た
い
で
す
。

・ 

国
や
県
は
、
市
町
村
を
い
ろ
い
ろ
な
面
で
支
え
る
と
い
う
補
完
性
の
原
則
に
立

つ
こ
と
が
重
要
で
す
。特
に
、市
町
村
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
統
計
デ
ー
タ
で「
見

え
る
化
」
し
、
比
較
資
料
を
提
示
し
、
首
長
に
改
善
を
促
す
の
は
県
の
大
事
な

役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

・ 

人
口
減
少
を
災
い
だ
と
考
え
る
風
潮
が
あ
り
ま
す

が
、
人
口
が
少
な
く
て
も
尊
敬
さ
れ
る
強
い
国
に

な
る
と
い
う
よ
う
な
思
考
も
重
要
で
す
。
人
口
減

少
を
前
向
き
に
捉
え
て
、「
未
来
は
予
測
す
る
も
の

で
な
く
、創
る
も
の
だ
。」
と
い
う
考
え
を
も
と
に
、

国
家
像
が
で
き
た
ら
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

左：	市川	晃委員長（住友林業株式会
社	代表取締役会長）

右：	安田	結子委員長（株式会社ボード
アドバイザーズ	シニアパートナー）
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